
 

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号：★D-23-2-6・12  

事 業 名：学校就学環境整備事業(荒浜小学校プール） 

事 業 費：総額 198,107千円 国費 158,486千円 

（内訳: 委託費 33,433千円、工事費 156,105千円、公有財産購入費 8,569千円） 

事業期間：平成 25年度～平成 27年度 

事業目的：荒浜小学校のプール施設が東日本大震災の津波被害により損壊したため、学校敷地外に

あったプールを解体し、新たに土地を購入して学校敷地内にプールの整備を行った。 

事業地区：荒浜地区 

事業結果 

プール付属棟：RC造平屋建て A＝89.2㎡ 

       主要室、更衣室 2室、トイレ 2室、機械室、倉庫 

プール棟：プール（FRP製） 

       高学年用プール 25ｍ×11ｍ（6コース）N＝1面 

       低学年用プール  8ｍ× 8ｍ N＝1面 

シャワーユニット N＝1ヶ所、洗眼ユニット N＝1ヶ所 

事業の実績に関する評価 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価  

  ○震災前は、学校から離れた場所にプールがあり、移動に時間を要していたが、学校敷地に 

プールを整備したことにより、移動に時間を要さず授業に入ることができた。また、水泳 

の授業及び夏季休業期間の水泳活動が出来るようになり、児童の泳力や体力の増進に寄与 

した。 

  

⇒ 上記を踏まえ、本事業は事業目的に即した効果を発揮していると判断する。  

  

② コストに関する調査・分析・評価 

  ○事業費の算出は公共工事積算基準等に基づき積算しているため、妥当な事業費であると判 

断する。また契約については、亘理町財務規則等に基づき適正に競争入札を実施しており、価

格を低く抑えることができたと判断する。 

  

 ⇒ 上記を踏まえ、本事業に要したコストは妥当と判断する。  

  

③ 事業手法に関する調査・分析・評価   

 

○用地取得等概ね計画通りに進み整備することができた。 

     

 ⇒ 他事業との調整で調査・用地取得・測量に時間を要したことや、資材の調達等に時間を要

したことによる工期の遅れが要因し、想定事業期間内で事業を完了することができなかっ

たが、事業調整を行ったことにより町及び受注者のスケジュールに余裕ができ、効率的に事

業を実施することができた。そのため、事業手法として妥当であったと判断する。 

 想定事業期間 実際の事業期間 

調査・用地取得・測量 平成24年10月～平成25年 3月 平成24年10月～平成26年 3月 

設計 平成25年 4月～平成25年 8月 平成26年 6月～平成26年12月 

工事 平成25年 9月～平成26年 3月 平成27年 7月～平成28年 3月 

事業担当部局 

亘理町教育総務課教育総務班 電話番号：0223-34-0509 

 


